
[万
葉
古
代
学
研
究
所
嚢
報
]

平
成
十
三
年
度

九
月

一
四
日

財
団
法
人
奈
良
県
万
葉
文
化
振
興
財
団
万
葉
古
代
学
研
究
所

が
オ
ー
プ
ン
す
る
｡

所

長

寺
川
真
知
夫
同
志
社
女
子
大
学
教
授

副
所
長

上
野
誠
奈
良
大
学
助
教
授

次

長

桝
田
好
数

(総
務
課
長
兼
務
)

研
究
員

松
尾
光
(総
括
)
･
松
田
信
彦
(主
任
)
･
井
上
さ
や
か

(以
上
､
研
究
所
研
究
班
)

九
月
二
三
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
､
五

木
寛
之
氏
が
基
調
講
演
､
中
西
進
館
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で

猪
熊
兼
勝
橘
女
子
大
学
教
授

･
千
田
稔
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授

･
坂
本
信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
が
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
｡

一
一
月

一
一
日

第

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
記
念
公
開
講
演
会

｢壬
申
の
乱
と
万
葉
集
｣
(金
井
清

一
京
都
産
業
大
学
教
授
)
杏

開
催
｡

一
一
月

一
八
日

第
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
記
念
公
開
講
演
会

｢奈
良
学
か
ら
み
た
万
葉
集
｣
(青
山
茂
帝
塚
山
短
期
大
学
名
誉

教
授
)
を
開
催
｡

一
一
月
二
五
日

第
三
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
記
念
公
開
講
演
会

｢古
代
の
奈
良
盆
地
と
万
葉
集
｣
(上
田
篤
京
都
精
華
大
学
名
誉

教
授
)
を
開
催
｡

一
二
月

一
日

～

二
日

第
八
四
回
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
冬
季
大
会
を

招
致
し
､
第

一
･
二
日
目
に

｢万
葉
集
を
世
界
に
開
-
｣
を
テ
ー

マ
と
し
て
公
開
講
演
会

･
懇
親
会

･
研
究
発
表

･
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
｡
同
時
に

｢万
葉
文
化
館
館
蔵
品
特
別
展
示
｣
を
開

催
し
'
尼
崎
切
な
ど
七
点
を
閲
覧
に
供
す
｡
第
三
日
目
に
､
実

地
見
学
会

(飛
鳥
地
域
)
を
開
催
す
る
｡

二

一月

九
日

第
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
記
念
公
開
講
演
会

｢万
葉
集
の
色
彩
と
染
織
｣
(掘
尾
真
紀
子
文
化
女
子
大
学
教
授
)

を
開
催
｡

二

一月

一
六
日

第
五
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
オ
ー
プ
ン
記
念
公
開
講
演
会

｢音
楽
か
ら
み
た
万
葉
集
｣
(久
保
田
敏
子
京
都
市
立
芸
術
大
学

附
属
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
)
を
開
催
｡

一
月
二
八
日

友
の
会
共
催

･
万
葉
文
化
を
よ
む
会

(以
下

｢友
の
会
共
催
｣

と
記
す
)
で
､
松
田
信
彦
研
究
員
が

｢記
紀
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
｣
を
講
義
｡

二
月

七
日

大
亦
観
風

『
万
葉
集
画
撰
』
原
画
展
に
あ
わ
せ
､
｢古
典
籍

特
別
展
示
｣
を
開
催
｡

二
月

九
日

二
十
九
人
を
万
葉
古
代
学
研
究
所
客
員
研
究
員
に
登
録
す
る
｡
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二
月

五
日

友
の
会
共
催
で
､
松
尾
光
研
究
員
が

｢木
簡
の
魅
力
｣
を
講

義
｡

三
月
二
二
日

審
議
会
を
開
催
し
､
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
の

研
究
計
画
案
を
採
択
す
る
｡

三
月
二
五
日

友
の
会
共
催
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
一
三
〇
〇
年
前

へ
の
旅
｣
を
講
義
｡

平
成
十
四
年
度

四
月

八
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
負

が

｢記
紀
神
話
入
門
｣
を
講
義
｡

五
月

一
三
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢天
地
開
聞
神
話
｣
を
講
義
｡

六
月

九
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
主
宰
共
同
研
究

｢
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
と
万
葉
集
Ⅰ
｣
の
第

1
回
研
究
会
を
十
二
名
で
開
催
｡
研

究
所
員
の
は
か
､
岩
城
雄
次
郎
日
タ
イ
文
学
者
交
流
セ
ン
タ
ー

主
宰

･
王
暁
平
帝
塚
山
学
院
大
学
教
授

･
金
両
基
常
葉
学
園
大

学
教
授

･
辰
巳
和
弘
同
志
社
大
学
助
教
授

･
辰
巳
正
明
国
学
院

大
学
教
授

･
月
本
昭
男
立
教
大
学
教
授

･
内
藤
磐
早
稲
田
大
学

高
等
学
院
教
諭
が
参
加
｡

六
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢国
生
み
｣
を
講
義
｡

六
月
二
四
日

海
外
研
修
員
と
し
て
､
劉
雨
珍
研
修
員

(南
開
大
学
副
教
授
)

を
迎
え
る
｡

七
月

八
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢伊
邪
那
美
の
死
と
黄
泉
の
国
｣
を
講
義
｡

八
月

五
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢
三
貴
種
の
出
生
｣
を
講
義
｡

八

月

八
日
～
一
一
日

第

一
回
夏
期
合
宿
セ
-
ナ
I
を
開
催
｡
寺
川
虞
知

夫
所
長
が

｢
日
本
霊
異
記
に
み
え
る
防
人
｣
､
上
野
誠
副
所
長

が

｢万
葉
び
と
の
生
活
｣
な
ど
九
講
座
｡
講
師
は
木
本
好
信
甲

子
園
短
期
大
学
教
授

･
戒
中
し
の
ぶ
大
東
文
化
大
学
教
授

･
加

藤
静
雄
同
朋
大
学
名
誉
教
授

･
菅
野
雅
雄
古
事
記
学
会
代
表
理

事

･
坂
本
信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授

･
前
田
晴
人
大
阪
府
立
堺

工
業
高
校
教
諭

･
青
木
周
平
国
学
院
大
学
教
授
｡
最
終
日
に
､

葛
城
地
方
に
実
地
研
修
｡

八
月
三

一
日
～
九
月

一
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
主
宰
共
同
研
究
の

第
二
回

･
第
三
回
研
究
会
を
開
催
｡
講
師
は
原
山
煙
桃
山
学
院

大
学
教
授

･
松
村

一
男
和
光
大
学
教
授
｡

九
月

二
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
､
松
尾
光
研
究
員
が

｢加
賀
郡
傍
示
木
簡
と
音
声
行
政
｣
を
講
義
｡

一
〇
月

七
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
､
松
尾
光
研
究
員
が

｢勤
務
評
定
木
簡
と
宮
人
社
会
｣
を
講
義
｡

-141-



一
〇
月
二
七
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
主
宰
共
同
研
究
の
第
四
回
研
究

会
を
開
催
｡
講
師
は
皆
川
隆

一
慶
応
義
塾
高
校
教
諭
｡

一
一
月

一
一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢額
田
王
の
謎
｣
を
講
義
｡

一
二
月

九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢柿
本
人
麻
呂
と
そ
の
時
代
｣
を
講
義
｡

一
二
月
二
二
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
主
宰
共
同
研
究
の
第
五
回
研
究

会
を
開
催
｡
講
師
は
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授
｡

一
月

一
二
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
主
宰
共
同
研
究
の
第
六
回
研
究

会
を
開
催
｡
講
師
は
栗
原
成
郎
創
価
大
学
教
授
｡

一
月

一
三
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢山
部
赤
人
と
天
平
万
葉
｣
を
講
義

二
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢大
伴
坂
上
郎
女
と
恋
歌
｣
を
講
義
｡

◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

松

尾

光

[編
著
/
共
著
]

○
編
著

『早
わ
か
り
古
代
史
』
(日
本
実
業
出
版
社
刊
)､
平
成
十
四
年
八
月
｡

○
共
著

『
日
本
古
代
史
の
謎
』
(自
由
国
民
社
刊
)､
平
成
十
三
年
八
月
｡

○
共
著

『
日
本
史
講
座

日
本
史
古
代

(下
巻
)』
(N
H
K
学
園
発
行
)､

平
成
十
四
年
三
月
｡

○
共
著

『歴
史
人
物
の
常
識
疑
問
』
(新
人
物
往
来
社
刊
)､
平
成
十
四
年
十

二
月
｡

[研
究
論
文
]

O
｢『播
磨
国
風
土
記
』
の
神
々
と
出
雲
｣
(
｢史
衆
｣
三
十
四
号
)､
平
成

十
三
年
十
二
月
｡

O
｢淳
仁
天
皇
の
后
を
め
ぐ
っ
て
｣
(
｢糊
｣
四
十
号
)､
平
成
十
五
年
二
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢天
岩
戸
神
話
に
反
映
す
る
魂
振
り
と
魂
鎮
め
の
祭
儀
｣
(
｢歴
史
と
旅
｣

二
十
八
巻
九
号
)､
平
成
十
三
年
八
月
｡

O
｢謎
の
都

･
紫
香
楽
宮
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
｣
(
｢歴
史
研
究
｣
四
八
三

号
)､
平
成
十
三
年
八
月
｡

O
｢阿
刀
酒
主

･
安
都
雄
足
の
異
数
の
出
世
｣
(
｢礎
｣

一
八
〇
号
)､
平
成

十
三
年
十
月
｡

O
｢歴
代
皇
后
人
物
系
譜
総
覧

[30
代
額
田
部
皇
女
～
50
代
藤
原
乙
牟
漏
]｣

(
｢別
冊
歴
史
読
本
｣
二
十
七
巻
二
十
九
号
)､
平
成
十
三
年
十
月
｡

O
｢厩
戸
皇
子
の
立
太
子
｣
(
｢別
冊
歴
史
読
本
｣
九
十
九
号
)､
平
成
十
四

年
二
月
｡

O
｢額
田
姫
王
の
基
礎
知
識
｣
(
｢歴
史
研
究
｣
四
九

一
号
)､
平
成
十
四
年

ー142-



四
月
｡

O
｢物
部
氏
の
研
究
｣
(
｢別
冊
歴
史
読
本
｣
二
十
七
巻
十
七
号
)､
平
成
十

四
年
六
月
｡

O
｢加
賀
郡
牌
示
木
簡
の
発
見
｣
(
｢歴
史
研
究
｣
四
九
三
号
)､
平
成
十
四

年
六
月
｡

O
｢藤
原
京
の
盛
衰
｣
(
｢歴
史
研
究
｣
四
九
四
号
)､
平
成
十
四
年
七
月
｡

O
｢古
代
び
と
の
心
の
-
ズ
ム
｣
(
｢傑
｣

一
九
〇
号
)､
平
成
十
四
年
八
月
｡

O
｢古
代
の
豪
族
た
ち
｣
(
｢別
冊
歴
史
読
本
｣
二
十
七
巻
二
十
八
号
)､
平

成
十
四
年
九
月
｡

O
｢大
化
元
号
と

『戊
申
年
』
木
簡
｣
(
｢歴
史
研
究
｣
五
〇
二
号
)､
平
成

十
五
年
二
月
｡

O
｢描
か
れ
た
万
葉
歌
/
赤
人
の
吉
野
｣
(
｢天
飛
ぶ
｣
二
号
)､
平
成
十
四

年
七
月
｡

井
上
さ
や
か

[研
究
論
文

･
目
録
]

O
｢神
岳
に
登
り
て
作
る
歌
の
景
物
描
写
-

赤
人
歌
の
叙
景
の
質
に
つ
い

て
の
一
考
察
-

｣
(
｢上
代
文
学
論
究
｣
十
号
)､
平
成
十
四
年
三
月
｡

O
｢赤
人
関
係
文
献
目
録
｣
(
『
セ
､､､
ナ
-
万
葉
の
歌
人
と
作
品

(第
七
巻
)』

所
収
'
和
泉
書
院
刊
)､
平
成
十
三
年
九
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢描
か
れ
た
万
葉
歌
/
天
の
川
の
ほ
と
り
｣
(
｢天
飛
ぶ
｣
三
号
)､
平
成

十
四
年
七
月
｡
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松
田

信
彦

[研
究
論
文
]

O
｢『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
お
け
る
ト
部
家
諸
本
の
問
題
-

段
落
意
識
に

関
す
る
疑
問
I

｣
(
『菅
野
雅
雄
博
士
古
稀
記
念
古
事
記

･
日
本
書
紀
論

究
』
所
収
､
お
う
ふ
う
刊
)､
平
成
十
四
年
三
月
｡

O
｢神
代
紀
､
海
宮
遊
幸
章

(第
十
段
)､
第
4
の
一
書
の
性
格
-

『云
云
』

と
関
連
し
て
ー

｣
(
｢国
学
院
雑
誌
｣

一
〇
四
巻
二
号
)､
平
成
十
五
年

二
月

[そ
の
他
]




